
 

小規模多機能型居宅介護  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

  

 
実施日 

令和 ６ 年 １１月  ２７日 

（ ２０：００～２０：３０ ） 
 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃、坂井、平野、ザン、田中、高橋、橋谷、

タン、松浦、山本、花島、石井、池田 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
２人 ７人 ４人 ０人 １３人 

 

前回の改善計画  

・時間がなくても書面、口頭での申し送りを確実に行う。 

・ご家族、介護者の不安が具体的に分かってないことが多いので、ご利用者様その家族の方、スタッフ間の

コミュニケーションを高める 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・申し送りノートを活用する事プラス．口頭で伝えている。 

・スタッフ全員間でのＬＩＮＥグループを作り大切なことを共有できるようにした。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 
２ ７ 4 ０ １３ 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 
４ ７ ２ ０ １３ 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 
１ ９ ３ ０ １３ 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 
１ ９ ３ ０ １３ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・情報を共有してかかわりを持つ事が出来ている。 

・申し送りノート、口頭での申し送りが行われている。 

・利用者様とのコミュニケーションを心掛けている。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・家族とのコミュニケーションが取れていない 

・パート職員に確実な情報が伝わっていない 

・日中、利用者様の状況を話し合う場が作られていない。 

・外国人のスタッフと、ご家族の方とのコミュニケーションが取れにくい。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・スタッフ会議に参加出来なかった職員やパート職員には申し送りノートの確認して頂き、口頭でも会議で

決まった事を伝えていき、できているかの確認を行う。 

・ご家族の方への意見を聞く。（スタッフの対応等、アンケート） 

 

 
 

事－① 



つく 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 
令和 ６ 年 １１月  ２７日 

（ ２０：００～２０：３０ ） 
 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃、坂井、平野、ザン、田中、高橋、橋谷、

タン、松浦、山本、花島、定免、畠山 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
０ ９ ４ ０ １３ 

 

前回の改善計画  

・本人の目標を決める。（短期間で出来る事から始める）。 

・関りを持ちご利用者様の思いを聴けるような声掛けを行う。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・カンファレンスでの意見ができるようになった。 

・考察をあげることにより、利用者様の思いが聞けるようになった。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 
２ ６ ４ １ １３ 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 
１ ９ ３ ０ １３ 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 
１ ９ ３ ０ １３ 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 
１ ４ ５ ３ １３ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・カンファレンスでの意見が出るようになった。 

・本人の願いや思いを聞いた事は上司に報告している。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・カンファレンスでは、意見が出るようになったが、想いや自分の意見を言えない人からの想いが十分に聞

けていない。話し合いで決まったこと、（決めたこと）が、実行されてなかったり、継続できていない。 

・「～したい」事が分かっても実行までは、出来ていない。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・思いを伝えられない人や自分の意見を言えない人の想いを聴き、それを考察に上げる。 

・ご家族にも現在の本人の思いや「～したい事」を確認する。 

・「～したい」事が出来るよう計画を立てて取り組んでいく。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 
令和 ６ 年 １１月  ２７日 

（ ２０：００～２０：３０  
 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃、坂井、平野、ザン、田中、高橋、橋谷、

タン、松浦、山本、花島、定免、畠山 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
１ ９ ３ ０ １３ 

 

前回の改善計画  

・相手の不快にならないような声掛けを行う。 

・時間が無い中でも、ゆっくりと利用者様と話し合う時間を見つける。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・勤務の時間内での、利用者様との話す時間を意識し声掛けを多く行った。 

・スタッフ間でコミュニケーションを取り、段取りを行い隙間時間に利用者様と関わりを持った。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 
０ ３ ７ ３ １３ 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 
３ ７ ３ ０ １３ 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 
０ ６ ６ １ １３ 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 
４ ６ ３ ０ １３ 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 
２ ８ ３ ０ １３ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・新規の方には、スタッフ全員で関りを持ち話合いの場を持てた。 

・本人に合わせた声掛けができている。 

・少しの変化もスタッフ同士で共有した。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・以前の暮らし方 10 個なかなかクリア出来ない。 

・送迎があり、外に出るスタッフがいる中での、朝礼・夕礼の時間がなかなか取れない。 

 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・朝礼は明け早。日へ、夕礼は早夜勤者への申し送りが出来る体制を作る 

・登録者全員の「以前の暮らし 10個」を、全スタッフ把握する。 

・スタッフ会議で担当者を決め、発表する。 

 

 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 
令和 ６ 年 １１月  ２７日 

（ ２０：００～２０：３０ ） 
 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃、坂井、平野、ザン、田中、高橋、橋谷、

タン、松浦、山本、花島、定免、畠山 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
０ ３ ９ １ １３ 

 

前回の改善計画  

・ご利用者様の地域の民生委員の方を、教えて頂きスタッフ間で共有する。 

・書面に記録し全員が分かるようにする。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・緊急時に備え、懐中電灯や連絡先を確認した。 

・一部地域の民生委員は把握したが、全地区の民生委員の方を把握していない。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 
０ ６ ６ １ １３ 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 
０ ７ ５ １ １３ 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 
０ ６ ６ １ １３ 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 
０ ３ ８ ２ １３ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・普段の訪問や利用者様から電話等で利用者様の様子を把握している。 

・地域の資源等は、利用している。 

・地域の行事には、参加している。 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・全地区の民生委員の方を把握していない。 

・自宅での生活を細かく把握できていない。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・民生委員さんの名前を把握する。 

・利用者様が風和里利用していることをお知らせして、挨拶に行く。（家族に了解を得て） 

 

 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 
令和 ６ 年 １１月  ２７日 

（ ２０：００～２０：３０ ） 
 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃、坂井、平野、ザン、田中、高橋、橋谷、

タン、松浦、山本、花島、定免、畠山 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
０ ３ ５ ５ １３ 

 

前回の改善計画  

・自分で言えない利用者様の地域資源をどうのように聞けば良いのかをスタッフ間で話し合う。 

・チームでセンター方式を作成する。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・チームでセンター方式は作れていない。 

（利用者様の絵を真ん中に書く用紙で、絵が描けていない） 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 
０ ４ ６ ３ １３ 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 
２ ９ ０ ０ １３ 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 
２ ８ ３ ０ １３ 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 
３ ８ ２ ０ １３ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用者様の変化に気づき、話し合い、報告をしている 

・急な利用変更にも、対応できている。「急な通い利用」「お泊り利用」「家族からの依頼による訪問」等。 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・チームでセンター方式は作れていない。 

・十分に地域資源を使用出来ていない。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・新現利用者様のセンター方式をチームで作る 

・資源マップを作成する。 

・担当者を決めて作成していく。 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 
令和 ６ 年 １１月  ２７日 

（ ２０：００～２０：３０ ） 
 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃、坂井、平野、ザン、田中、高橋、橋谷、

タン、松浦、山本、花島、定免、畠山 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
０ ７ ６ ０ １３ 

 

前回の改善計画  

・ボランティアの方が来られた時は、（耳が遠い利用者様・認知症の利用者様・目が見えない利用者様） 

利用者様が楽しめる環境つくりをしていく。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・利用者様が楽しめる環境つくりに心掛けた 

・利用者様の状況に応じてスタッフが対応し、ボランティアの方とも楽しめた。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 
０ ５ ０ ８ １３ 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 
０ １ ０ １２ １３ 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 
１ ９ １ ２ １３ 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 
５ ５ ３ ０ １３ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・駄菓子屋に来る子供たちと接っしている。 

・祭り、植樹祭、なぎさ市等地域のイベントには必ず地域の方は、参加している。 

・利用者様の友達や、知り合いの方も風和里に来て下さる。 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域会議には一部のスタッフしか今は参加できていない。 

 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・地域の交流を探める為にスマイル・カフェ・オレンジカフェに積極的に参加する。 

・全スタッフが地域会議に参加できるよう計画する。 

 

 
 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 
令和 ６ 年 １１月  ２７日 

（ ２０：００～２０：３０ ） 
 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃、坂井、平野、ザン、田中、高橋、橋谷、

タン、松浦、山本、花島、定免、畠山 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
０ ８ ５ ０ １３ 

 

前回の改善計画  

・事務所のあり方を知らないので、管理者に風和里の事務所のあり方を教えてもらう。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・スタッフ会議・勉強会等で管理者より少しずつ教えて頂いている。 

・まだ、十分ではない。（新しく入社したスタッフ等） 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 
１ 7 3 2 １３ 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 
０ ９ １ ３ １３ 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 
０ ７ ２ ４ １３ 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 
１ ５ ３ ４ １３ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・地域から苦情、意見が有ればすぐに報告している。 

・ご意見は、頂いている。その都度、対応させていただいている。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・運営に反映する、取り組みに携わっていない。 

・協同した取り組みは、まだできていない。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・引き続き、管理者から少しずつ事業所のあり方を指導して頂く。 

・ご家族の方ともコミュニケーションを取っていく。 

 

 

 
 

 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 
令和 ６ 年 １１月  ２７日 

（ ２０：００～２０：３０ ） 
 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃、坂井、平野、ザン、田中、高橋、橋谷、

タン、松浦、山本、花島、定免、畠山 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
２ ９ ２ ０ １３ 

 

前回の改善計画  

・スタッフがリスクマネジメントや、ヒヤリハットを勉強会で発表出来る様、スタッフそれぞれが 

勉強する。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・勉強会を実施して、リスクマネジメント、ヒヤリハットを学んだ。 

・外部の研修に、代わる代わる参加した。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

４ ６ ２ １ １３ 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

３ ６ ２ ２ １３ 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

０ ０ １ １２ １３ 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

３ ８ １ １ １３ 
 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・個人で参加する研修、会社からの進めで参加する研修には進んで参加している。 

・少しの変化も見逃さず対応することにより、リスクマネジメントできている。 

 （事故になりそうなことを防ぐ、話し合いを行っている。） 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・今の時点では地域連絡会には参加する機会がない。 

・人員不足で、参加できないこともある為、人員確保に努める。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

・スタッフ全員が勉強会の講師ができるようにスキルアップを目指す。 

・震災後、外部研修に中々参加できていないので積極的に参加して知識を増やす。 

・地域連絡会にも、順番にスタッフが参加できるよう計画する。 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 
令和 ６ 年 １１月  ２７日 

（ ２０：００～２０：３０ ） 
 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
石櫃、坂井、平野、ザン、田中、高橋、橋谷、

タン、松浦、山本、花島、定免、畠山 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
４ ９ ０ ０ １３ 

 

前回の改善計画  

・排泄、入浴などの声掛けは、プライバシーに気を付け配慮をしていく。 

 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・プライバシーに気を付けた声掛けが出来ているが、まだまだ、十分ではない。 

 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 
９ ３ ０ ０ １３ 

② 
虐待は行われていない 

 

 
８ ５ ０ ０ １３ 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 
８ ５ ０ ０ １３ 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 
０ ０ １ １２ １３ 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 
１０ ３ ０ ０ １３ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・入浴、排泄等プライバシーには配慮をしている。 

・虐待、身体拘束については勉強会を行っている。 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・成年後見制度を活用する機会がない。 

・スピーチロックが時々ある。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

利用者の訴えにすぐに対応できない場合は理由を説明し理解して頂き後に対応する事 

・成年後見制度の勉強会を開く。 

・介護保険制度についての勉強会も開いて欲しい。 

 
  

外部評価 地域かかわりシート 事－⑨ 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 社会福祉法人弘和会 代表者 
理事長 

松本 仁 
 

法人・事業

所の特徴 

1.地域に愛される事業所になれるよう地域のイベントに積極的に参加しています。 
2.介護が必要な方が安心して利用できる様オーダーメイドの介護を提供しています。 
3.認知症と言う病気の理解を深める為、外部の研修に出たり、内部で勉強会をしています。 
4.認知症キャラバンメイトの資格を持った職員は積極的に地域や協力機関に出向き認知症のケアに

ついての研修の講師をさせて頂きます。 
5.認知症を患っても、支えられる側ではなく地域の中で役割を持って活き活きできる時間を大切に

します。 
事業所名 

たきのーほーむ 
風和里 

管理者 森川 みなこ 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 0 人 5 人 0 人 0 人 0 人 0 人 3 人 0 人  ９                         

 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画               

Ａ．事業所自己

評価の確認 

事例検討会や認知症相談を行い、連

携等しっかりと行い、情報の共有を

図っていく。 
 
 
 
 
 
 

地域の方からの相談が増えてきていま

す。電話やサロン等での情報をいただ

きながら、地域の方々と連携しながら

かかわりをもてた。事例検討会は、出来

ていない。 

あまりわかっていないことがあ

る。色々とわかるよう説明が必要

ではないか。 

わかっていただけるよう、どうす

ればよいかを職員全員で話し合

う。地域に出向き、地域の方との

コミュニケ―ショんンを職員全

員で取り組む。 

Ｂ．事業所のし

つらえ・環境 

いつでも風和里に来ていただける

よう、毎月の通信で、イメージを来

ていただいて良いことを PR し、「お

越しください」や、言葉を添えてみ

る。駄菓子屋に置く商品も検討す

る。来られた方々に聞いてみる。 
 
 
 
 
 
 
 

中々、事業所に来ていただくのは、出来

なかったが、駄菓子屋には、沢山の方が

来てくださっている。年齢層も幅広く

高齢の方から小さな子供たちが来てく

れている。駄菓子担当職員が変わり、仕

入れも変化して売れ筋を考えている。 

駄菓子屋もたくさんの方々が来

ていて、知られてきていると思い

ます。小さな子供たちが、喜ぶ手

ごろなお菓子等が選べると良い

と思います。 

事業所内のしつらえや環境は、大

事な事で、来ていただけなければ

わからないので、来てみていただ

く、又、写真等でお伝えするなど

を行う。毎年、中々お伝えできて

いないので、分かりやすくお伝え

していく。駄菓子屋では、小さな

お子様も喜ばれるお菓子を考え

ていく。 



Ｃ．事業所と地

域のかかわり 

通信には、まちの認知症相談員とし

てありますが、もう少し具体的に書

く。相談場所とわかるような仕組み

作りをメンバーの方々と相談させ

ていただく。 
 
 

認知症の相談員として、サロンに参加

していることにより、顔みしりとなり

相談も増えた。相談場所とわかるよう

な仕組みに関しては運営推進会議のメ

ンバーとの話し合いは出来ていない。 
 

地域の方々に、認知症相談員とい

う事は、知られてきています。今

後も、相談員として、やって行っ

て欲しい。千里浜町は、高齢者や

独居の方が増えてきていて、認知

症の方も、増えてきている為。 

相談員としての役割を、きちんと

行動していく。困ったことや、気

になることの解決に向けて地域

の方や、ご家族様と相談しなが

ら、ご本人を支える。情報も必要

なのでかかわりのある方からの k
情報を共有する。 

Ｄ．地域に出向

いて本人の暮ら

しを支える取組

み 

スタッフ同士の情報の共有の仕方、

話し合いの場を作る。地域の方も交

えての話し合いを行っていく。 

地域の方との情報の共有は、電話や地

域の集まりであった時、話し合いを行

った。相談があった場合、その方の状態

が分からない場合、自宅に訪問して細

かな情報を得るようにした。スタッフ

間では、１日、３回の申し送り、その都

度の話し合いを行った。 

地域のイベントには、参加しても

らっている。感染症に気を付けな

がら、どんどん参加して言って欲

しい。地域とのかかわりを持って

行ってください。 

利用者様の地域に出向き、なじみ

の方やご家族様より情報を共有

する。また、ご近所の困っている

方や、心配な方をお聞きし、関わ

りを持つ。 

Ｅ．運営推進会

議を活かした取

組み 

地域の事情を知るため、地域の会議

に参加させていただく。運営推進会

議に管理者だけではなく、他のスタ

ッフも参加していく。（事例報告や

困難事例等） 

運営推進会議に管理者以外の参加は、

難しかった。スタッフ会議で、報告を行

った。地域の事情も運営推進会議以外

で、なぎさ市や出張駄菓子屋等で、情報

収集できた。 

運営推進会議での、風和里の改善

につなげる話し合いもしていけ

ばよいと思う。意見が中々出てい

ないのではないか。 

運営推進会議で、助言や改善案を

いただけるよう、話し合いを行

う。小さなことから、行動できる

ようにする。事例検討会を行う。 

Ｆ．事業所の防

災・災害対策 

環境安全課に情報を確認する。風和

里は、2 次避難所になっていること

をお知らせする。地域での防砂訓練

に参加させていただく。災害時の実

践的な訓練を行っていく。 

風和里は、２次避難所になっているこ

とは、お伝え出来た。が、まだまだ、周

知は出来ていない。スタッフとの話し

合い、考えていく。 

要望といたしましては、地域の災

害時等の時、頼りになる事業所に

なって欲しい。期待しています。 

具体的な場面を想定して、２次避

難所周知を行っていく。地域での

防災訓練に、参加させていただ

く。災害時の実戦的な訓練・備蓄

品の確認をする。 


